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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子について最初に単離されたmRNA転写産物は、2つの異なる遺伝子転写産物とクローニングプロセスで使用されたプライマーから作製された人工キメラの一部であった（Genbankアクセッション番号M29204参照）。キメラにのみ存在する正電荷を帯びたアミノ末端がGCリッチDNAに結合することが判明したため、転写因子遺伝子を同定するものと誤って考えられた。[RefSeq提供、2008年7月],機能：転写抑制因子。上皮成長因子受容体、βアクチン、およびカルシウム依存性プロテアーゼプロモーターに存在するGCリッチ配列（5'-GCGGGGC-3'）に結合する。,配列に関する注意：コンタミネーション配列。N末端は2q37.3領域と一致する。,類似性：GCFファミリーに属する。,組織特異性：組織および細胞株で広く発現する。,
	研究分野
	幹細胞経路; タンパク質アセチル化
	画像データ
	

	GCF抗体を用いたRAW264.7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	GCF 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。

